FCP FEHEHI B |2 B3 5 iR

JASHIE « KETZITUTHONT R

FEF: Rk 294511 A 24 H (&)  14:00~17:15
AT - FORARTA 4 SEE 120 45 1219-1221 k=
SINE 27T F#E - Bk 3304

AR
1. PAsHRE
2. D72 T ASOIERTIEIZOWT)  RREREREGRIERE MRS RERS MY
3. KEXZaTZ~ Lz HRMITHONT] IKEETIRBE R IR E
4. IN—TTFT 4 AHvav
WR1 [KEIISANILOEHEEICAT-ER EFBRICOGIFHEMAIZDONT]
WER2 [KETASNILORBEMIZEZE~DER - EEAKICOUT]
5. MK
e

FCP e (2 B4 5 fhsmes Tld, Tz 72 JAS OIERGIEICHOWTY, [KEZaIT~LEH <
DARDUCDONT ), TR YEERE X 0 3B L=, KET a7~V DM ]IV 7241 O Buii
IZDOWNWT, 200M CRMFIEm L CW &, J—THIIRKRETo T, BETIE, KO
EORBRN DT,

[ 1] KEZTASRNILOBEEEIZHIT-ER EEIRICOEFHEMIZDONT

CFHEDOR EDTOIZ, AT 4 T RIEAT S, BIZIXENR 7 ROFL XL R, ©BF YT

AZEMLT, TVRIAEREIZERY EFTHBH 9,

c BB TR ATRERIAE/BHEORY S &2, T ELOENLERST 5,
c RNy = DNIHREOBRSCHE T W CEER R T 5,
T2 OB EAT D L Rl TRE R iR /BT > TV D AEZ~OOME TSN ET, |

LWV o 72 BRIy 72t S BRI DWW CREET 5,

T AT EORREE S TLHEFRICESEN S5 a R A o FOMAFESRRS, = Al vo

TALAA AT D

[fRs2] KEZTASRILORBEMIEFEEZTAOLTR - EEAKIZDOWNT

CNEIRHBE RN DEM AN DT, ETHEEN T2 T VLM ZRD D 2 L BSHBE,
IR SR T RE AR IR SE IR~ OG22 O B,

- TSR R & BREDLELRREE G oA e T 4 7L LTHIBI & EETET 5,
C WRRERAGD A Y v N EBIT D720, EREFIOPILREHIE ZRLT D,

c RFKEMLEEENTEL T, ERSERITBERZR T,

C REEMERIHIC D723 % L7 E— T 5 RIS, EEIEEL 225 KO B 2 <,
CHEEEE DO D LB PO S 522720,

AENEBRCE S G THREFELEMN LT, FEE~DOXAY v 535,



ik ) A S DERGIEICONT

BEMKES
BHEEBEmRBER
BomiRigE=E

TRi29411A



B X

1 JASORELES R AICHITBERADSF
2 SEDIASHIE - REEDERTF)
(B7%&) #hicik I A SHIBOBFERAA-S


プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　このため、これまでのＪＡＳ制度のあり方を見直し、我が国の強みのアピー
　ルにつながる多様なＪＡＳ規格の制定や、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際標
　準化への対応力強化を進める。

○　ＪＡＳ規格の対象範囲を、現行の産品の品質だけでなく、産品の生産行程、
　分析・評価方法、事業者の生産・流通管理の方式等にも拡大し、多様な規格を
　戦略的に制定・活用できるようにしていきたいと考えている。

○　また、訴求している内容が分かりやすくなるように、マークの見直しも行い
　たいと考えている。

○　こうした仕組みを戦略的に活用できる対応力を強化するため、人材育成など
　も進め、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際規格の制定などにつなげ、我が国の
　競争力強化に寄与していきたいと考えている。
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○　このため、これまでのＪＡＳ制度のあり方を見直し、我が国の強みのアピー
　ルにつながる多様なＪＡＳ規格の制定や、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際標
　準化への対応力強化を進める。

○　ＪＡＳ規格の対象範囲を、現行の産品の品質だけでなく、産品の生産行程、
　分析・評価方法、事業者の生産・流通管理の方式等にも拡大し、多様な規格を
　戦略的に制定・活用できるようにしていきたいと考えている。

○　また、訴求している内容が分かりやすくなるように、マークの見直しも行い
　たいと考えている。

○　こうした仕組みを戦略的に活用できる対応力を強化するため、人材育成など
　も進め、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際規格の制定などにつなげ、我が国の
　競争力強化に寄与していきたいと考えている。
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